
概ね５年で実施する取組【R3までの取組状況】
〇 取組内容が更新された箇所は、暫定的に未実施としています。

青字：削除 ●：実施済 ▲：実施（検討）中 ○：未実施 ：追加 青字：Ｒ２→Ｒ３変更箇所

具体的な取組の柱

具体的取組

1）ハード対策の主な取組

■洪水を河川内で安全に流す対策
①浸透対策
②パイピング対策
③流下能力対策
④事前防災等の必要な樹木伐採・河道掘削の実施

Z 継続して実施 ● ▲

■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備
①円滑かつ迅速な避難に資する施設（ハード）整備
※ 例…防災無線スピーカーの増設、民間企業等と連携した一次避難場所の確保、避難経路の整備、コ
ミュニティFM を活用した避難の呼びかけ、監視用カメラの設置等

Ｈ・Ｉ・Ｊ 継続して実施 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ▲

②排水施設の耐水化、庁舎の耐水対策の実施
※重要施設・重要設備等…非常用電源等 Ｓ・Ｔ・Ｖ・Ｘ 継続して実施 ▲ ▲ ● ● ▲ ● ● ● ● ● ▲ ▲ ● ● 〇 〇 〇 〇

③水防団の円滑な水防活動を支援するため簡易水位計や量水標等の設置
Ｎ 継続して実施 ● ▲ ▲ ●

2）ソフト対策の主な取組　①逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取組

■情報伝達、避難計画等に関する取組
①避難指示に着目したタイムラインの策定及び関連機関との連携状況や訓練の実施等を踏まえた見直し
の検討 Ｄ

令和3年度から
順次実施

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

②広域避難計画の策定
Ｅ・Ｆ・Ｕ 継続して実施 ▲ ▲ ○ ▲ ▲ ▲ ○ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

③住民の避難行動を促し、迅速な水防活動を支援するため、スマートフォンを活用したリアルタイム情報
の提供やプッシュ型情報の発信及びその周知・改善 Ｈ・Ｊ・Ｋ

令和3年度から
順次実施

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

④情報伝達手段の多重化としての防災無線やコミュニティFMを活用した避難の呼びかけ
Ｈ ・Ｉ・Ｊ

令和3年度から
順次実施

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

⑤洪水時におけるホットラインの強化
N

令和3年度から
順次実施

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

■平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組
①想定最大外力を反映した洪水ハザードマップの策定および普及・啓発

Ａ 継続して実施 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ▲ ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ● ● ▲

②首長も参加したロールプレイング等の実践的な避難訓練の実施
Ｅ・Ｈ・Ｉ・Ｌ 継続して実施 ○ ● ● ● ● ● ● ▲ ● ● ○ ● ● ●

③日常から水災害意識の向上を図り、迅速な避難を実現するため、まるごとまちごとハザードマップの整
備 Ｅ・Ｇ 継続して実施 ▲ ○ ▲ ○ ● ○ ○ ○ ▲ 〇 ● ▲ ○ ▲

④小中学校における水災害教育の実施
Ａ・Ｂ 継続して実施 ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ●

⑤要配慮者施設における避難計画の策定及び訓練の促進
Ｍ 継続して実施 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

⑥「危険度を色分けした時系列」及び「警報級の可能性」の提供等、防災気象情報活用に向けた啓発・普
及 Ｂ・Ｋ

令和3年度から
順次実施

●

⑦大規模工場等・不動産事業者への浸水リスクと水害対策等の周知活動の実施
Ａ・Ｂ 継続して実施 ○ ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ●

⑧共助の仕組みの強化
C・E・G

令和3年度から
順次実施

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

⑨避難場所（避難所）・避難経路改善検討（コロナ対応含む）
E・F・G

令和3年度から
順次実施

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

⑩ダムの防災操作に関する周知
B・Y

引き続き
定期的に実施

●

2）ソフト対策の主な取組　②洪水氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のための水防活動の取組

■水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組
①水防団等への連絡体制の再確認と伝達訓練の実施

Ｌ・Ｏ 継続して実施 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

②毎年、水防団や地域住民が参加し水害リスクの高い箇所（重要水防箇所）の共同点検の実施
Ｎ・Ｏ 継続して実施 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● 〇 〇 〇 〇

③水防（防災）訓練の実施
Ｏ・Ｐ・Ｒ 継続して実施 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ●

④水防活動の担い手となる水防協力団体の募集・指定の促進
Ｏ・Ｒ 継続して実施 ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ●

2）ソフト対策の主な取組　③一刻も早い生活再建及び社会経済活動の回復を可能とするための排水活動及び施設運用強化の取組

■排水活動及び施設運用の強化に関する取組
①氾濫水を迅速に排水するため、排水施設情報の共有・排水手法等の検討を行い、大規模水害を想定し
た排水計画の作成
※ 排水計画…効率的、効果的な排水ポンプ設置箇所の選定までを含む。

Ｖ・Ｗ・Ｘ 継続して実施 ● ▲ ▲

②排水ポンプ車出動要請の連絡体制を整備し、排水計画に基づく排水訓練の実施及び関係機関との連
携強化 Ｖ・Ｗ 継続して実施 ● ▲ ▲ ○ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ○ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ○
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